
  
  平成２２年度 学校自己評価シート（さいたま市立浦和高等学校） 
 
 

目指す学校像  
中高一貫教育校として、中学校と連携し、生徒の個性と能力を重視した 
特色ある教育活動を展開する。 

 

 
達  
成  
度  

Ａ   ほぼ達成 （８割以上）   
 Ｂ   概ね達成 （６割以上）  
 

重  点  目  標  

 １中高一貫教育の確立  
 ２授業と進路指導の充実  
 ３国際理解教育と開かれた学校づくりの推進  

 Ｃ   変化の兆し（４割以上）  
Ｄ   不十分      （４割未満）  

 

     
※重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。  
※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。  

 
                      学    校    自    己    評    価    学  校 関 係 者 評 価  

年  度  目  標  年 度 評 価（ ３月１０日現在）  実施日 平成２３年３月１７日  
番号  現状と課題  評価項目  具体的方策  方策の評価指標  評価項目の達成状況  達成度  次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見･要望･評価等  
  
  
  
 
 
 １ 

・中高一貫校として、4年目を
迎え、高校第１学年に中学
校第１期生が入学した。 

・内進生対象の総合系教育課
程を実施し、年度末に検討
する。 

・昨年度同様、授業における
中高教員の相互乗り入れ、
行事や部活動等の中高合同
実施を推進する。 

 

 
 
 
 
中高一貫教育の確
立 

①総合系教育課程の授業
担当者や担任による情
報交換を密に行う。 

②中高合同研修会におい
て中学校選択科目を検
討する。中高一貫教育の
接続・充実を図る。 

③中高接続の先進校視察
や中高合同のＳＰＰを
本年度も引き続き実施
する。 

 

・総合系教育課程の教
科担任やHR担任に
よる情報交換の回数 

・中高教員の相互授業
乗り入れ状況 

・中高合同部活動の実
施状況 

・先進校視察やSPPの
実施回数と内容 

・県立千葉中・高等学校等
への視察を実施し、職員
研修会で内容を共有し
た。 

・国語・社会・数学・理科・
英語・美術で中学の授業
を受け持った。 

・総合系教育課程について
検討した。 

・中学生の参加も得てSPP
を実施した。 

 
 
 
 
  B 

・２学年に進学する浦和中
学１期生について学年団
を中心に検討する。 

 
・平成24年度実施の中学校

の教育課程に見合った教
育課程を検討する。 

 
・SPPの活動内容や連携先の

見直しが必要である。 

・高校教員が中学校の授業を受け持ち、
部活動も合同で行うなど中高一貫の
特徴を生かしたものとなっている。高
校１年にみられる接続ギャップがな
く、解消されるものとなっている。今
後、中学生に対して幅広い視野で考え
さえる指導に期待したい。 

・SPPを活用するほか、理数系の授業で
も多くの生徒に興味を持たせ、科学へ
の関心を深めさせて欲しい。 

  
  
  
 
 
 
 
 ２ 

・平成22年度大学入試センタ
ーの受験率が98㌫である。 

・個別面談や進路ガイダンス、
進学補習等により、生徒の
進学希望の実現が図られ、
国公立大学を始めとする大
学への高い現役進学率とな
っている。 

・最新の教育施設、設備を活
用し効果的な授業を実施し
ている。 

・文武両道を推進し、活気あ
る部活動が行われている。
進路指導とのバランスをと
りながら充実を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
授業と進路指導の
充実 

①生徒の学力向上と希望
進路の実現を目指して、
進路ガイダンス、土曜授
業、進路補習や保護者進
学セミナーを実施する。 

②ＣＡＬＬシステム等の
情報機器を活用した授
業等、週３４時間授業を
手厚い指導で推進する。 

③各教科で授業研究を進
めるとともに先進校や
予備校の指導法に学ぶ。 

④部活動指導等を通して、
何事にも最後まで粘り
強くやり抜く生徒を育
て、国公立大学後期試験
まで指導する。 

・個別面談や進路ガイ
ダンス、進学補習等
の実施回数 

・大学入試センターの
受験率 

・現役進学率 
・国公立大学や難関大
学への進学状況 

・NAVIセンターやCA
LLシステムの活用
状況 

・先進校の研修会等へ
の参加 

 
・部活動の参加率や大
会の成績 

・各学年ともに進路ガイダ
ンスをLHRや総合的な
学習の中で実施した。ま
た、面談週間を設けて担
任による個別面談を実
施した。 

・大学入試センターへの出
願率は96.3％であった。 

・英語科を中心に情報機器
を活用したが、まだまだ
不十分である。 

・自習室を開設した。 
・全国大会へ４つの部活動

が出場し、うち１つの部
活動は全国優勝に輝い
た。 

 
 
 
 
 
 
 
  B 

・個別面談や進路ガイダン
スを計画的に実施する。 

 
・CALLシステム等の情報機

器を活用した授業をさら
に進める。 

・１・２年生に対して進路
意識の向上を図り、学力
向上に向けた地道な努力
を続ける。 

・自習室や図書室の利用向
上を図る。 

・部活動の活性化を維持す
るとともに、効率よく練
習し、成果の上がる指導
法を研究する。 

・生徒保護者ともに満足度の高いアンケ
ート結果となっている 
今後も進路指導や生徒指導を充実さ
せるとともに生徒全体の能力や実力
の底上げを図った授業を展開してい
ただけるとよい。 

 
・CALLシステムの活用に当たっては、

推進リーダーを置いてより積極的に
進めるやり方が考えられるのではな
いか。 

 
・インターアクト部の全国優勝は大変す

ばらしいものであり、生徒が本校に入
学してよかったと思える品格ある学
校作りを今後も推進していただきた
い。 

   
  
   
 
 
 
 
 
 ３ 

・高い知性と豊かな感性を育
て、国際社会でリーダーと
して活躍する生徒育成のた
め、双方向の国際理解教育
を推進する。 

・ホームページの充実をはじ
め、公開授業、学校説明会
等様々な機会を活用し、情
報提供に努めている。 

・情報提供等を積極的に行っ
て、本校教育活動に対する
関心を高め、高校時から本
校に入学する生徒に対する
教育内容の一層の充実を図
る。 

 

 
 
 
 
 
 
国 際 理 解 教 育
と 開 か れ た 学
校 づ く り の 推
進  

①海外研修派遣事業や米
国高校生受け入れ事業、
海外修学旅行等を実施
する。 

②ホームページを随時更
新する。 

③本校入学希望者に対し
て、具体的な授業内容、
進路指導計画等の情報
提供を、学校説明会・公
開授業・中学校訪問によ
って行う。 

④保護者、学校評議員・学
校評価懇話会委員に適
宜本校の教育活動につ
いて情報提供する。 

 
 

・国際交流等の実施回
数とその内容 

 
 
・ホームページの更新
回数および閲覧回数 

・中学校訪問の回数 
・学校説明会や公開授
業の実施回数 

 
 
 
・保護者、学校評議員
等への情報提供の回
数 

 

・クローバーヒル高校の訪
問団や米国等からの教
員等視察団を受け入れ
た。 

・シンガポール海外修学旅
行を初めて実施した。 

・全教員による中学校訪問
を１回実施した。 

・土曜公開授業を17回実施
した。 

・説明会を３回実施し、校
外での説明会に5回参加
した。 

・保護者へは適宜情報提供
を行った。学校評議員等
へ情報提供を１回行っ
た。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  B 

・引き続きHPの充実を図り 
本校への入学希望者や本
校保護者の求める情報の
提供に努める。 

・シンガポールへの海外修
学旅行を次年度も実施
し、意義深い学校行事と
する。 

・本校主催の説明会につい
て開催時期や場所・申込
方法等について検討す
る。 

 
・保護者、学校評議員等へ

適宜本校の教育活動につ
いて情報提供する。 

・国際交流事業をはじめ、教育活動全般
にわたってどれも大変充実したもの
になっている。本校の教育活動をHP
を通じて広めていただきたい。今後の
発展に大いに期待したい。 

 
・土曜公開授業は回数も多く、十分であ

る。一方、学校説明会は、説明の内容
や説明の仕方にもう一工夫が欲しい
ところであり、参加者のさまざまな要
望に対応して欲しい。 

 
・生徒を通じて保護者に確実に連絡が届

くようにするとともに現代的な通信
手段を活用したシステム作りも必要
ではないか。 

 
 
  


